
  

                                       

 

 

   

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

  

 

令和 5年 10月 

第４４７号 

 

  9/23 「大しめ縄作り」 
      

   35名の参加者で、例祭に向けて 

   神明神社の大杉に大しめ縄が 

新しく完成しました。 
 

 

おもな内容 

・公民館講座「夏休み工作教室」  ‥p1～3 

・大湫は不便な田舎ではない     ‥p4～6 

・朝ドラ「らんまん」が伝えたこと ‥p7～8 

・丸森企画「ぶらり探訪大湫の植物」‥p9 

・椅子に座った下半身の体操    ‥p10 

・転入のご挨拶          ‥p11 

 

 

          

 

公民館講座「夏休み工作講座」 
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夏
休
み
工
作
教
室
に
参
加
し
て 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

須
山 

教
子 

 

講
師
、
彫
刻
家
、
天
野
裕
夫
さ
ん
の
講
座
に

参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

粘
土
は
何
十
年
振
り
の
感
覚
で
と
て
も
懐

か
し
か
っ
た
で
す
。 

 

選
ん
だ
枯
木
と
、
自
分
と
出
会
っ
た
動
物
、

虫
、
魚
等
を
想
像
し
な
が
ら
樹
脂
粘
土
で
固
め

て
行
く
作
業
で
し
た
。
木
と
不
自
然
に
な
ら
な

い
よ
う
に
、
特
徴
を
生
か
し
、
細
か
い
所
は
割

り
ば
し
、
つ
ま
よ
う
じ
で
流
れ
を
作
っ
て
行
く

所
が
難
し
か
っ
た
で
す
。 

 

一
人
一
人
に
丁
寧
に
教
え
て
く
だ
さ
り
、
又

ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
、
や
さ
し
く
指
導
し
て

頂
き
、
に
こ
や
か
な
時
間
を
過
ご
す
事
が
出
来
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

最
後
は
ア
ク
リ
ル
絵
具
で
色
を
つ
け
て
完

成
で
し
た
。 

 

私
の
散
歩
道
、
こ
れ
か
ら
も
又
楽
し
み
が
増

え
、
新
た
な
出
会
い
に
期
待
し
な
が
ら
、
人
生

楽
し
み
ま
す
。 

 

貴
重
な
体
験
に
感
謝
し
ま
す
。 

          
夏
休
み
工
作
講
座
に
参
加
し
て 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

西
山 

義
人 

 
 

今
回
、
子
供
２
人
（
７
歳
・
小
学
校
１
年

生
と
４
歳
・
年
少
）
と
親
子
で
「
夏
休
み
工

作
講
座
」
に
参
加
し
ま
し
た
。 

 

 
 

上
の
子
が
小
学
校
に
入
り
初
め
て
工
作
と

い
う
夏
休
み
の
宿
題
が
あ
っ
た
為
、
何
を
作

る
の
か
悩
ん
で
い
ま
し
た
が
、
本
人
が
粘
土

で
コ
ー
カ
サ
ス
オ
オ
カ
ブ
ト
の
貯
金
箱
を
作

り
た
い
と
い
う
希
望
が
あ
り
ま
し
た
。
ど
の

様
に
作
ろ
う
か
と
考
え
て
い
た
際
に
、
ち
ょ

う
ど
木
と
粘
土
を
使
っ
て
夏
休
み
の
工
作
作

品
を
作
る
と
い
う
「
夏
休
み
工
作
講
座
」
が

開
催
さ
れ
る
こ
と
を
知
り
、
ま
さ
に
こ
れ
だ

と
思
い
参
加
し
ま
し
た
。 

 
 

実
際
に
コ
ー
カ
サ
ス
オ
オ
カ
ブ
ト
を
作
る

際
に
は
、
子
供
が
自
ら
カ
ブ
ト
ム
シ
の
胴
体

に
あ
う
木
を
見
つ
け
、
木
を
胴
体
と
し
て
角

や
足
を
粘
土
で
作
っ
て
い
ま
し
た
。 

 
 

下
の
子
も
、
自
分
の
作
り
た
い
も
の
を
生

き
生
き
と
楽
し
ん
で
作
っ
て
い
ま
し
た
。 

 
 

最
終
的
に
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
筒
の
貯
金

箱
に
粘
土
を
貼
り
木
に
見
立
て
、
そ
こ
に
木

と
粘
土
で
作
成
し
た
コ
ー
カ
サ
ス
オ
オ
カ
ブ

ト
を
付
け
る
こ
と
で
木
に
登
っ
て
い
る
コ
ー

カ
サ
ス
オ
オ
カ
ブ
ト
の
貯
金
箱
と
い
う
本
人

も
大
満
足
の
作
品
が
完
成
し
ま
し
た
。 

 
 

作
成
過
程
で
苦
労
し
た
の
は
、
コ
ー
カ
サ

ス
オ
オ
カ
ブ
ト
を
筒
の
貯
金
箱
か
ら
落
ち
な

い
様
に
つ
け
る
こ
と
で
し
た
が
、
そ
こ
は
天

野
先
生
の
ア
イ
デ
ィ
ア
と
力
を
お
借
り
し
て

何
と
か
完
成
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

８
／
２０ 

公
民
館
講
座 

 

『
夏
休
み
工
作
教
室
』 
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最
後
、
作
品
に
絵
具
で
色
を
塗
る
と
、
よ

り
リ
ア
ル
な
作
品
に
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。 

 
 

今
回
こ
の
講
座
に
参
加
し
て
親
子
で
一
つ

の
作
品
を
考
え
な
が
ら
工
夫
を
し
て
楽
し
く

作
る
こ
と
を
経
験
で
き
、

と
て
も
有
意
義
な
時
間
と

な
り
ま
し
た
。 

 
 

来
年
も
あ
り
ま
し
た

ら
、
ま
た
家
族
で
参
加
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

           

瑞
浪
市
ふ
る
さ
と
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー

に
参
加
し
て
、
大
湫
に
滞
在
さ
れ
た
方
が
、

公
民
館
講
座
に
参
加
下
さ
い
ま
し
た
。 

 

早
川 

佳
那 

 

先
日
、
公
民
館
講
座
『
夏
休
み
工
作
講
座
』

に
参
加
を
し
、
「
も
の
づ
く
り
」
を
通
し
て
視

野
が
広
が
り
ま
し
た
。 

 

今
回
は
「
木
」
と
「
粘
土
」
を
使
用
し
て
作

品
を
作
り
上
げ
る
と
い
う
課
題
で
あ
り
、
彫
刻

家
の
天
野
先
生
か
ら
、
「
外
部
か
ら
の
情
報
を

大
切
に
す
る
事
」
を
学
び
ま
し
た
。 

 
先
に
作
る
も
の
を
決
め
ず
に
先
入
観
を
な

く
し
、
木
が
何
に
見
え
る
か
を
想
像
す
る
事
で
、

よ
り
多
く
の
「
可
能
性
」
を
見
い
出
せ
る
事
を

気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
気
づ
き
は
作
品
作

り
だ
け
に
共
通
す
る
事
で
は
な
く
、
日
々
の
生

活
で
視
野
を
広
げ
何
か
の
「
ヒ
ン
ト
」
に
な
り

得
る
考
え
方
だ
と
思
い
ま
し
た
。 

 

工
作
講
座
で
は
、
一
人
一
人
が
全
く
違
う

「
個
性
」
が
見
受
け
ら
れ
て
改
め
て
「
芸
術
の

面
白
さ
」
を
実
感
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
瑞
浪
市
の
ふ
る
さ
と
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ

リ
デ
ー
に
参
加
し
て
、
大
湫
に
滞
在
し
た
事
で
、

瑞
浪
市
の
方
々
の
「
心
の
温
か
さ
」
に
触
れ
て

優
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。 

 

自
然
が
多
い
事
や
、
空
が
と
て
も
広
く
見
え

て
綺
麗
で
あ
る
事
、
星
が
綺
麗
な
事
、
何
よ
り

温
か
い
人
が
多
い
事
が
瑞
浪
市
の
魅
力
で
す
。 

 

  
 
 

 

中
央
大
学
文
学
部
三
年
生 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

高
森 

光 

先
日
は
大
湫
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
主

催
の
『
夏
休
み
工
作
講
座
』
に
参
加
さ
せ
て
頂

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
加
え
て
、
瑞

浪
市
の
ふ
る
さ
と
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
期

間
中
は
大
湫
地
区
に
滞
在
さ
せ
て
頂
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

も
と
も
と
図
画
工
作
が
得
意
で
は
な
か
っ

た
こ
と
か
ら
子
ど
も
の
頃
は
進
ん
で
自
由
工

作
を
行
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
自 

然
の
造
形
か
ら
想
像
し
て
自
由
に
作
品
を
製

作
す
る
今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
新
鮮
で
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非
常
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
自
然
に
あ
る
形
を
活
か
し
た
作
品
は
一

か
ら
作
り
上
げ
た
作
品
に
は
な
い
魅
力
が
あ

り
、
こ
れ
ま
で
製
作
し
て
き
た
作
品
以
上
に
愛

着
の
あ
る
も
の
が
出
来
上
が
っ
た
と
感
じ
て

い
ま
す
。 

 

ま
た
大
湫
地
区
に
滞
在
さ
せ
て
頂
い
た
な

か
で
、
地
域
の
方
々
で
子
ど
も
を
育
て
る
環
境

が
存
在
し
た
り
自
然
と
の
共
存
を
感
じ
た
り

す
る
場
面
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
今
回
の
夏
休

み
講
座
の
中
で
も
そ
の
よ
う
な
場
面
が
見
受

け
ら
れ
、
こ
ち
ら
ま
で
気
持
ち
が
温
か
く
な
り

ま
し
た
。 

 

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
外
部
か
ら
訪
れ
た
に

も
関
わ
ら
ず
温
か
く
迎
え
入
れ
て
下
さ
り
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
別
の
機
会
に

大
湫
地
区
へ
遊
び
に
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 

 
 

 
 

 

  

 

兵
庫
県
西
宮
市 

宮
崎 

菜
摘 

 

楽
し
さ
や
緊
張
な
ど
色
々
な
感
情
で
い
っ

ぱ
い
の
初
日
の
私
を
、
大
湫
の
町
が
出
迎
え
て

く
れ
ま
し
た
。 

 

工
作
講
座
は
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
異
色

な
の
に
優
し
さ
や
柔
ら
か
さ
も
兼
ね
備
え
て

い
る
よ
う
な
天
野
さ
ん
の
作
品
た
ち
・
・
・
度

肝
を
抜
か
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
天
野
さ
ん
自

身
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
も
、
こ
れ
ま
た
素
敵
で
す

よ
ね
。
作
品
作
り
の
相
談
も
し
や
す
か
っ
た
で

す
。 

 
何
か
を
決
め
て
作
る
と
い
う
よ
り
は
、
製
作

し
て
い
く
中
で
発
想
を
作
品
に
込
め
て
い
く

と
い
う
工
程
は
、
あ
ま
り
経
験
し
て
こ
な
か
っ

た
の
で
、
楽
し
く
豊
か
な
時
間
で
し
た
。 

 

ま
た
、
製
作
中
、
皆
が
笑
顔
に
な
っ
て
い
る

の
を
見
て
、
工
作
講
座
の
良
さ
を
感
じ
、
ワ
ー

キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
で
の
就
業
先
で
、
よ
り
好
き

に
な
っ
た
タ
イ
ル
を
使
っ
て
地
元
で
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
し
た
い
と
思
う
き
っ
か
け
に
も

な
り
ま
し
た
。 

 

大
湫
は
空
気
が
澄
ん
で
い
て
、
空
と
雲
が
大

き
く
広
い
で
す
。
星
空
を
見
上
げ
て
皆
で
歩
く

道
も
、
田
ん
ぼ
を
見
渡
す
一
人
の
散
歩
も
お
気

に
入
り
で
し
た
。 

 

お
世
話
に
な
っ
た
棚
橋
さ
ん
と
の
お
喋
り

や
、
玉
川
さ
ん
、
清
涯
荘
の
加
登
さ
ん
、
溝
口

さ
ん
家
族
、
陶
芸
家
の
猪
瀬
さ
ん
、
天
野
さ
ん
、

橘
の
店
員
さ
ん
、
観
光
所
の
方
、
ご
近
所
の
方

た
ち
、
工
作
講
座
で
出
会
っ
た
人
と
の
交
流
な

ど
・
・
・
色
々
な
出
会
い
と
充
実
し
た
時
間
が

大
湫
に
あ
っ
て
、
と
て
も
好
き
に
な
り
ま
し
た
。 

 

私
達
の
存
在
を
自
然
と
受
け
入
れ
て
く
だ

さ
り
本
当
に
感
謝
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。 

 

ま
た
、
大
湫
を
感
じ
に
行
き
ま
す
！！ 
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大湫は不便な田舎ではない 
                            2023年 9月 25日  山口 清重 
 

 80 年生き抜いてみて何をしてきたのか、80 年といってもたかだか 29200 日ほ

どこの世の中でうろついただけのことになるが、長い人生だったのか地球が誕生

してから 46 億年になるらしい。この地球の誕生からすればたいした年月ではな

い。 

 普通の子供とは多少生き方が違っていたようにも思われるかもしれない。だが

本人はそれほど変わった人生だったとは思っていない。とりあえず書き溜めた数

百ページの文章をどうするか、お蔵入りにしてもかまわないがとも思っている。 

 今の私は瑞浪市の山奥に住んでいる。多くの人たちが訪ねてきますが、はじめ

てくる人は必ず迷いました。しかし近年はカーナビとかいう機械のおかげで、ほ

とんどの方は迷わずにやってきます。そんな山中ですが早朝 4 時すぎには釜戸の

新聞店が各社の新聞を 4 ㎞もある大湫 120 戸に雨の日も雪の日も配達してくれ

ます。 

瑞浪の中心部には 10 数分で行けます。冬はちょっと寒いですが、夏は多少暑

い日があっても下界とは比べものにならないほど涼しい標高500ｍの高地は快適

な住な処だと思っている。 

 涼しさは銭で買うことは出来ない。山の上だから水に困ると思うでしょうが、

なんと 25 年程前 115 日も雨の降らないことがありました。その時も私の家のミ

ネラルウォーターは滔々と流れ出ていた。なんでこの山の上に水があるのか不思

議の一つです。 

 私のすぐ近くに昔の主要街道の中山道があって、今日では東海自然歩道の北回

りコースになっている。海外の人達も時々行き合うことがあるが、尋ねられても

言葉がわからないので身振り手振りで何とかやり過ごすが、近年ではスマートフ

ォンで通訳が出来るらしい。 

 その人達の多くは、東濃地方に世界的に有名な植物が自生していることなど 

ほとんど知らないのではないか。 

 40 年程前になります。イギリスの植物学

者が来園（ザ・ヤマグチプランツマンズナ

ーセリー）したさいに植物自生地を案内し

た。この地方に『Dr・三好の誕生地がある

はずだ』と質問されたのにはびっくりし

た。 

 恵那市岩村町の郷土資料館に展示され

ているこの方は、三好學で明治時代の初
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め、岩村藩の出身で瑞浪市土岐小学校の初代校長先生でした。 

 誕生 100 年にあたり読みやすいマンガの解説書が出版されています。国際的に

有名な明治の植物学者だ。 

 瑞浪市にも植物研究家は何人もいました。日吉町深沢の南成和氏は、昭和 10

数年ごろ、当時は岐阜県坂本村だったが、坂本小学校の先生をしていた時、ハナ

ノキ（ハナカエデ）の種子を播種して全国の学校に送った。たしか毎日新聞の作

文コンクールに児童がハナノキのことを書いたそうで、入選した作文を読んだ学

校からハナノキを送ってほしいと注文がたくさんあり、送ったそうです。Dr・三

好學のことを教えていただいたのも南成和さんでした。 

 昭和 59 年になって、京都の小学校の校庭に、そのハナ

ノキが生育していることを確認したと話していました。 

 日本ではハナノキの種子を播種したのは坂本小学校の

児童がはじめてだったのではないかと思います。 

 昭和 50 年ごろには、瑞浪植物研究会があって会員の 

柘植厚一先生・板垣達夫氏らの会は、初めて瑞浪市の植物

自生地を調査したのではないかと思われます。 

 文化財審議会で 10 年目に釜戸町出身の、日本野鳥の会の幹部で、豊田自然観

察の森館長の大畑孝二氏らの発案で『瑞浪の生きものたち』を発刊した。 

 発刊にあたり大畑孝二氏の依頼で市外・県外の研究者の方々に大変お世話にな

り、この方々がいなければ魚、動物、昆虫など全般にわたっての把握はできなか

った。ここにお礼申し上げます。 

 未完成の部分もあり今後、第二巻に向けて努力したい。 

 今、大湫町では、全国で行われてる動植物調査（環境省が行うモニタリングサ

イト 1000）の中で、植物調査のみ行っています。 

 この調査は 100 年続けるそうで、大湫では今年で 6 年目です。毎月第四週の日

曜日、午前 9 時から約 2 ㎞を徒歩で植物開花状態を調査しています。 

 足又の長谷川さんが、毎回カラー印刷された資料を配布していただき、参考資

料は植物図鑑になります。 

 全体では、可愛い花が多い中で早春のカタクリやシデコブシのような、日本の

中部地方にしか自生していない樹木から、五月末には神田のヒトツバタゴの群落

の白色の花は見事です。 

 シラヒゲソウ・ヘクソカズラ・クサギ・ツクバネなども植物の和名もいろいろ。

ジゴクノカマノフタなんていう植物もあります。ママコノシリ

ヌグイや大湫には自生していませんが、ステゴビルなど、こん

な名前をつけたのはだれだ。 

 蝶やその他動物の世界も同時に調査すると良いのですが、植
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物の調査のようには簡単ではありません。 

 大湫町の皆さんもこの調査に参加しましょう。植物だけでなく思わぬ新しい発

見があると思います。 

 今後東濃地方の植物観察に来た遠来の方々の先導役になっていただき、東濃地

方の植物自生地の解説者になっていただきたいと思います。この調査は５年続け

ます。 

 10 月の調査は 22 日の日曜日です。 

 中部の植物研究者で名古屋の故井波一夫先生に

瑞浪市の植物調査を依頼した際、井波氏は「市内に

自生する植物は 1000 種を超えるのではないか」と

話していました。 

 

 

 

 

大湫町文化祭 

『未来につなぐ！！』 

日時 : １１月３日（金・祝～１１月５日(日)  

           ９：００～１５：００ 最終日は１２：００まで 

場所 ： 大湫公民館講堂・ロビー（展示） 

     ２階会議室（１００円コーヒーコーナー） 

町民の方の出品作品の募集【１０月１９日(木)まで】をしています。 

たくさんの出品をお願いします。 

 

文化祭のコーヒーコーナーでは、懐かしのレコードをかけたいと思います。 

懐かしのレコードをお持ちの方は、貸してください。 

ご連絡よろしくお願いします。 

                大湫公民館 ６３－２３６０ 
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朝
ド
ラ

「
ら
ん
ま
ん
」
が
伝
え
た
こ
と 

 
植
物
好
き
を
楽
し
ま
せ
た
朝
ド
ラ
が

9

月
末

に
終
了
し
た
。「
ら
ん
ま
ん
」
の
主
人
公
（
槙
野
万

太
郎
）
は
実
在
し
た
理
学
博
士
、
牧
野
富
太
郎
が

モ
デ
ル
。
土
佐
国
（
現
高
知
県
）
の
雑
貨
業
と
造
り

酒
屋
を
営
む
裕
福
な
家
に
生
ま
れ
た
。
生
誕
地
の

高
知
は
自
由
民
権
運
動
の
発
祥
の
地
で
も
あ
る
。 

「
自
由
は
土
佐
の
山
間
よ
り
出
づ
」
と
い
わ
れ

る
、
と
誇
ら
し
げ
に
記
し
て
い
る
の
は
高
知
市
の

Ｈ
Ｐ
。
こ
の
自
由
民
権
運
動
家
の
一
人
、
板
垣
退

助
は
岐
阜
市
で
暴
漢
に
襲
わ
れ
て
い
る
。
岐
阜
公

園
に
こ
の
板
垣
の
銅
像
が
あ
り
、「
板
垣
死
す
と
も

自
由
は
死
せ
ず
」
と
の
民
権
運
動
の
旗
印
と
も
な

っ
た
言
葉
が
記
さ
れ
て
い
る
。
明
治
政
府
の
専
制

的
な
政
治
に
民
主
主
義
的
要
求
を
掲
げ
て
大
き
な

う
ね
り
を
起
こ
し
た
。
高
知
は
ま
さ
に
日
本
の
民

主
主
義
の
発
祥
地
で
も
あ
る
。
牧
野
富
太
郎
も
こ

の
「
民
権
運
動
」
に
か
か
わ
っ
て
い
た
。 

『
万
太
郎―

。
人
が
人
を
差
別
す
る
ら
ぁ
て
、

い
や
じ
ゃ
の―

。…

お
ま
ん
、
昔
か
ら
い
っ
ぺ
ん

じ
ゃ
ち
、
草
花
に
優
劣
を
つ
け
ち
ゃ
せ
ん
か
っ
た

ろ
。…

生
ま
れ
た
国
、
人
種
、
ど
こ
で
ど
う
生
き
る

か
、
そ
れ
ぞ
れ
に
面
白
う
て
優
劣
は
な
い
。
お
ま

ん
、
こ
の
先
も
ず
っ
と
変
わ
り
な
よ―

』 

こ
れ
は
藩
校
で
学
ん
で
い
た
と
き
の
友
、
佑
一

朗
が
万
太
郎
に
言
っ
た
台
詞
だ
。
学
閥
や
派
閥
に

反
旗
を
翻
し
、
満
州
に
向
か
お
う
と
す
る
佑
一
朗
。

政
府
の
立
場
を
忖
度
し
、
万
太
郎
に
行
動
を
慎
め

と
迫
っ
た
植
物
学
教
室
の
徳
永
教
授
。
こ
の
東
京

大
学
に
別
れ
を
告
げ
た
万
太
郎
。 

「
ら
ん
ま
ん
」
の
筆
者
は
米
国
か
ら
帰
国
し
た

友
「
佑
一
郞
」
の
台
詞
を
借
り
て
民
主
主
義
の
大

切
さ
訴
え
た
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。 

 神
社
合
祀
令
（
じ
ん
じ
ゃ
ご
う
し
れ
い
）
と 

南
方
熊
楠
（
み
な
か
た
く
ま
ぐ
す
） 

明
治
時
代
後
半
（
１
９
０
６
年
）
、
専
制
政
治
を

お
こ
な
う
政
府
に
よ
り
「
神
社
合
祀
令
」
が
出
さ

れ
た
。
神
社
の
合
併
・
統
合
を
お
こ
な
う
政
策
は

地
域
差
が
あ
っ
た
が
、
三
重
、
和
歌
山
県
で
は
威

圧
的
で
か
つ
強
引
に
推
進
さ
れ
た
。 

南
方
熊
楠
（
１
８
６
７
～
１
９
４
１
年
、
和
歌
山

県
の
生
物
学
者
）
は
、
神
社
の
統
合
は
長
い
間
保

存
さ
れ
て
き
た
神
社
林
の
破
壊
に
つ
な
が
り
、
貴

重
な
生
物
の
絶
滅
に
も
な
る
と
反
対
。『
大
阪
毎
日

新
聞
』『
大
阪
朝
日
新
聞
』
な
ど
の
マ
ス
コ
ミ
に
も

投
稿
し
、
東
京
大
学
の
村
松
任
三
（
む
ら
ま
つ
じ

ん
ぞ
う
）
植
物
学
教
授
ら
学
者
に
手
紙
を
出
す
な

ど
精
力
的
に
反
対
の
論
陣
を
張
っ
た
。
世
論
が
合

祀
反
対
に
賛
同
、
つ
い
に
は
「
神
社
合
祀
無
益
」
と

貴
族
院
で
決
議
さ
れ
収
束
し
た
（
１
９
２
０
年
）。

だ
が
こ
の
間
、
統
合
は
進
み
神
社
林
が
伐
採
さ
れ

た
。 ひ

る
が
え
っ
て
、
神
宮
外
苑
再
開
発
で
低
木
を

含
め
３
０
０
０
本
を
越
え
る
樹
木
が
伐
採
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
ユ
ネ
ス
コ
の
諮
問
機
関
イ
コ
モ
ス

が
「
樹
木
が
破
壊
さ
れ
る
の
は
受
け
入
れ
ら
れ
な

い
」
と
中
止
を
求
め
た
。
音
楽
家
の
故
坂
本
龍
一

は
小
池
都
知
事
宛
に
反
対
を
表
明
し
手
紙
を
送
っ

た
。
作
家
村
上
春
樹
も
「
一
度
壊
し
た
も
の
は
、
も

う
元
に
は
戻
り
ま
せ
ん
」
か
ら
「
個
人
的
に
強
く

反
対
し
て
い
ま
す
」
と
表
明
。 

民
間
主
導
の
再
開
発
事
業
に
よ
り
神
宮
外
苑

は
商
業
施
設
が
入
る
高
層
ビ
ル
が
建
設
さ
れ
る
予

定
だ
。
１
０
０
年
間
保
護
さ
れ
て
き
た
神
宮
外
苑

の
環
境
は
、
神
社
林
の
よ
う
に
生
態
系
が
形
成
さ

れ
て
い
る
は
ず
だ
。
こ
れ
を
無
視
し
た
樹
木
の
伐

採
は
環
境
破
壊
。
希
少
種
な
ど
特
定
樹
木
の
移
植

や
、
幼
木
を
植
え
て
も
生
物
相
互
で
形
成
さ
れ
た

環
境
は
守
れ
な
い
。 

明
治
後
期
の
神
社
合
祀
の
目
的
の
一
つ
は
、
神

社
の
継
続
的
経
営
を
確
立
さ
せ
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
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神
宮
外
苑
の
再
開
発
は
明
治
神
宮
の
経
営
を
安
定

さ
せ
る
た
め
だ
と
い
う
。 

絶
滅
し
て
い
く
生
物
た
ち 

南
方
熊
楠
が
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
生
物
絶
滅
の

危
機
。
い
ま
、
多
く
の
生
物
が
絶
滅
の
危
機
を
迎

え
、
環
境
省
も
そ
の
生
物
一
覧
を
「
レ
ッ
ド
リ
ス

ト
」
と
し
て
公
表
し
て
い
る
。 

生
物
の
絶
滅
を
科
学
的
な
側
面
か
ら
取
り
上

げ
た
の
は
、
南
方
熊
楠
。
２
０
２
２
年

10

月
、
国

際
自
然
保
護
連
合
（IU

C
N

）
は
、
絶
滅
の
危
機
に

あ
る
野
生
生
物
は
４
万
種
以
上
。
植
物
は
そ
の
約

半
数
に
あ
た
る
と
報
告
し
た
。 

約
１
７
５
万
種
（
１
）

の
生
物
が
地
球
上
に
生
息

し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
生

物
も
含
め
る
と
総
種
数
は
、
大
体
５
０
０
万
～
３

０
０
０
万
種
の
間
と
い
わ
れ
る
。
が
、
確
か
な
こ

と
は
わ
か
ら
な
い
。
新
種
が
発
見
さ
れ
る
一
方
、

毎
日
約
１
０
０
種
、
年
間
約
４
万
種
の
生
物
が
姿

を
消
し
て
い
る
。 

種
の
絶
滅
は
人
間
の
活
動
と
大
き
く
関
係
す

る
。
森
林
の
破
壊
、
特
に
熱
帯
雨
林
の
消
失
が
種

の
絶
滅
と
大
き
く
か
か
わ
っ
て
い
る
と
指
摘
さ
れ

る
。 人

間
が
生
き
て
い
く
上
で
必
要
な
農
地
の
拡

大
、
住
宅
建
設
、
都
市
化
に
よ
る
道
路
、
鉄
道
な
ど

の
建
設
、
農
薬
散
布
、
オ
ゾ
ン
層
の
破
壊
な
ど
多

様
だ
。 

環
境
省
が
公
表
す
る
絶
滅
の
お
そ
れ
が
あ
る

植
物
（
維
管
束
植
物
）
は
、
年
々
増
加
傾
向
（
２
）

に

あ
る
。 

（
１
） 

哺
乳
類
約
６
０
０
０
種
、
鳥
類
約
９
０

０
０
種
、
昆
虫
約

95

万
種
、
維
管
束
植

物
約

27

万
種
。 

（
２
） 

２
０
０
７
年
１
６
９
０
種
、
２
０
１
９

年
１
７
８
６
種
、
２
０
２
０
年
１
７
９

０
種
。 

生
物
多
様
性
と
温
暖
化 

産
業
革
命
以
降
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
が
急
速

に
増
加
し
た
。
こ
の
二
酸
化
炭
素
な
ど
に
よ
る
地

球
温
暖
化
が
生
物
に
与
え
る
影
響
は
無
視
で
き
な

い
。
温
暖
化
を
否
定
す
る
意
見
も
あ
る
が
、
今
夏

の
日
本
各
地
で
気
象
に
か
か
わ
る
記
録
の
更
新
が

相
次
い
だ
。 

東
京
大
や
気
象
庁
気
象
研
究
所
な
ど
の
研
究

チ
ー
ム
が

9

月

19

日
、
あ
る
分
析
結
果
を
発
表

し
た
。
今
夏
は
「
地
球
温
暖
化
に
よ
る
気
温
の
底

上
げ
が
な
け
れ
ば
起
こ
り
得
な
か
っ
た
」
異
常
な

暑
さ
で
、

60

年
に
一
度
し
か
お
き
な
い
、
と
。 

２
０
２
３
年
の
夏
（

6

～

8

月
）
の
全
国
の

平
均
気
温
は
平
年
よ
り
１
．
７
６
度
も
高
く
、
１

８
９
８
年
の
統
計
開
始
以
来
最
高
だ
っ
た
、
と
気

象
庁
は
発
表
し
た
。 

温
暖
化
に
よ
り
世
界
各
地
の
浅
い
川
で
は
水

温
が
上
昇
し
、
水
の
酸
素
濃
度
が
低
下
し
、
水
生

生
物
が
危
機
に
瀕
し
て
い
る
と
米
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ

ア
州
立
大
学
の
グ
ル
ー
プ
が
科
学
雑
誌
に
発
表
し

た
（

9

月

14

日
付
）。
高
水
温
や
低
酸
素
状
態
が

続
け
ば
、
魚
類
の
絶
滅
が
危
惧
さ
れ
る
と
研
究
グ

ル
ー
プ
は
指
摘
し
て
い
る
。「
水
の
流
れ
る
浅
い
川

で
（
低
酸
素
濃
度
と
水
温
の
上
昇
が
）
起
き
て
い

る
こ
と
は
予
想
し
て
い
な
か
っ
た
」
と
い
う
。 

生
物
の
絶
滅
す
な
わ
ち
生
物
の
多
様
性
が
失

わ
れ
る
こ
と
は
人
類
に
と
っ
て
も
未
知
の
有
用
物

質
を
失
う
こ
と
に
な
る
。
衣
食
住
を
初
め
、
医
薬
、

観
光
な
ど
人
間
の
生
活
全
て
に
わ
た
る
分
野
に
お

い
て
役
立
つ
も
の
を
失
う
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ

な
い
。 

地
球
上
か
ら
い
な
く
な
っ
て
よ
い
生
き
物
は

一
つ
も
い
な
い
。
植
物
の
世
界
か
ら
自
然
、
と
く

に
複
雑
に
関
係
し
合
う
生
き
物
の
つ
な
が
り
を
学

び
、
そ
し
て
人
類
も
生
物
の
一
員
で
あ
る
こ
と
を

考
え
さ
せ
ら
れ
た
朝
ド
ラ
「
ら
ん
ま
ん
」
だ
っ
た
。 

文
責 

長
谷
川 

明 
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ぶ
ら
り
探
訪
大
湫
の
植
物
の 

講
演
に
参
加
し
て 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

宮
地 

真
美
子 

 

九
月
十
六
日
、
丸
森
の
館
内
に
は
、
講
師 

長
谷
川
明
先
生
に
よ
る
、
身
近
な
植
物
の
お
話

を
聞
き
に
、
１９
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。 

座
敷
に
座
布
団
を
敷
き
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

で
草
花
の
写
真
を
見
な
が
ら
先
生
の
分
か
り

や
す
い
説
明
を
聞
き
、
わ
ら
い
あ
り
、
納
得
あ

り
、
あ
っ
と
い
う
間
の
一
時
間
半
で
し
た
。 

シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
バ
カ
マ
は
、
葉
の
先
端
か
ら

新
芽
を
出
し
ま
す
。 

シ
デ
コ
ブ
シ
・
タ
ム
シ
バ
。
山
の
斜
面
に
咲

い
て
い
る
の
が
タ
ム
シ
バ
、
平
地
は
シ
デ
コ
ブ

シ
。
他
に
も
沢
山
教
え
て
頂
き
ま
し
た
が
、
思

い
出
そ
う
と
し
て
も
、
エ
ー
ト
エ
ー
ト
・
・
・ 

ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
を
し
た
と
こ
ろ
、
男
性

６
名
女
性
１３
名
。
３０
代
１
名
、
５０
代
１
名
、

６０
代
３
名
、
７０
代
１４
名
。
今
後
の
要
望
と
し

て
、
是
非
第
２
回
を
計
画
し
て
ほ
し
い
と
の
声

が
多
数
あ
り
ま
し
た
。 

春
ラ
ン
マ
ン
に
な
っ
た
頃
、
又
勉
強
さ
せ
て

頂
け
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。 

今
後
は
、
メ
モ
・
エ
ン
ピ
ツ
を
用
意
し
て
、

大
湫
の
万
太
郎
こ
と
長
谷
川
先
生
、
参
加
し
て

下
さ
っ
た
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

９
／
１６ 

丸
森
企
画 

ぶ
ら
り
探
訪
大
湫
の
植
物 

公民館講座 「苔玉・寄せ植えを作ろう」 

日時 ：１０月２９日（日） １０：００～ 

場所 ：大湫公民館前のポーチ（雨天時はロビー） 

持物 ：植える苗はこちらでも用意しますが、植えたい苗を持って来てください。 

寄せ植えのかたは植木鉢を,苔玉の方は苔玉を乗せる皿等を持って来て下

さい。 

     申込は１０月１９日（木）までに大湫公民館６３－２３６０にお願いします。 

                   主催：大湫公民館 共催：長寿会・寿大学 
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北
部
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
出
前
講
座 

 

椅
子
に
座
っ
た
下
半
身
の
体
操 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

大
竹 

悦
子 

 

あ
ん
な
に
暑
か
っ
た
夏
も
よ
う
や
く
過
ご

し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。 

 

涼
し
く
な
っ
て
つ
い
忘
れ
が
ち
な
事
は
、
水

分
不
足
。
暑
く
て
も
涼
し
く
て
も
必
要
な
水
分

が
、
体
の
臓
器
に
行
き
届
か
な
く
な
り
、
フ
レ

イ
ユ
に
な
る
一
つ
の
原
因
と
も
な
り
ま
す
。 

 

水
分
を
摂
る
と
ト
イ
レ
が
近
く
な
る
な
ん

て
こ
と
は
思
わ
ず
、
時
間
を
決
め
て
補
給
し
ま

し
ょ
う
。 

 

「
コ
ホ
ン
」
と
咳
ば
ら
い
す
る
と
心
配
な
の

は
失
禁
。 

女
性
は
尿
管
が
男
性
と
比
べ
る
と
短
く
、
大
仕

事
の
お
産
も
し
て
い
ま
す
。
こ
の
へ
ん
の
事
が

原
因
と
な
っ
て
「
え
っ
」
と
思
う
こ
こ
が
年
を

重
ね
る
と
あ
り
が
ち
で
す
。 

そ
の
予
防
に
役
立
つ
の
が
下
半
身
の
筋
肉
を

つ
け
る
体
操
。
そ
の
体
操
は
股
関
節
、
大
腿
骨

保
護
に
も
繋
が
る
す
ぐ
れ
も
の
で
す
。
い
わ
ゆ

る
適
応
反
応
と
も
言
え
る
体
操
で
す
。
勿
論
歩

く
事
で
そ
の
筋
肉
も
付
き
ま
す
。
下
半
身
を
動

か
し
、
き
つ
い
の
で
は
な
く
、
や
や
き
つ
い
位

の
動
か
し
で
、
体
に
負
荷
を
与
え
、
筋
肉
を
付

け
る
事
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。 

 

テ
レ
ビ
を
見
て
い
る
時
、
ち
ょ
っ
と
椅
子
に

腰
か
け
る
時
、
お
風
呂
に
入
っ
た
時
、
寝
る
前

に
、
日
常
生
活
の
な
か
で
、
下
腹
を
意
識
し
て

や
る
だ
け
で
効
果
あ
り
と
い
う
体
操
で
し
た
。 

 

敬
老
の
日
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
大
湫
支
部

長
・
福
祉
委
員
・
民
生
児
童
委
員
・
主
任
児
童
委

員
・
各
区
長
さ
ん
た
ち
が
、
７５

歳
以
上
の
方
の

家
に
出
向
き
敬
老
の
日
の
記
念
品
を
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。 

今
年
は
施
設
に
入
っ
て
お
ら
れ
る
方
も
対
象

と
な
り
ま
す
。 

北
区 

 

18

人 

西
区 

 

19

人 

神
田
区 

25

人 

足
又
区 

13

人 

計

75

名 

お
元
気
で
長
生
き
し
て
下
さ
い
。 

   

９
／
１８
敬
老
の
日 
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   転入のご挨拶 北区北組 

 

８月下旬に大湫に引っ越して来ました安藤です。妻と息子の３人家族です。 

私は大湫の出身、妻は中津川の出身で、これまでは恵那に住んでいました。 

そろそろ新居を構えようと考えたときに、自然とふれあえる場所で子供を 

育てられること、静かな場所でのんびり暮らせることが私達の希望であった 

ことから、大湫の地を選びました。 

 引っ越して１ヶ月程が経ちましたが、大湫の程よい静けさを改めて感じると 

ともに、時折漂う獣の気配もいい刺激となり、自然の近さを感じています。 

妻にとっては慣れない土地に来たわけですが、ぶらぶらと散歩をしたり、 

大湫の方々と話をしたりすることで、少しずつ慣れてきているようです。 

 まだまだ分からないことも多く、皆様にご迷惑をお掛けすることもあるかと思

いますが、どうぞ宜しくお願い致します。 

安藤 雅人・明奈・彰祐 

 

公民館講座 「森のどんぐりカレンダー作り」 

 

どんぐりに日にちを入れてカレンダーを作ります。 

どんぐりの位置を替えるだけで、毎月使うことが出来ます。 

周りを色々飾付てオリジナルカレンダーを作ってみませんか。 

 

・日 時 ： １１月３日（金・祝） 

       ９：００～１１：３０頃  

・場 所 ： 旧大湫農協前（雨天時は公民館和室） 

・受講料： 無 料 

・定 員 ： １０名前後（先着順とします） 

・持ち物： カレンダー周りの飾り台にする板（２０㎝×２０㎝×厚さ２㎝） 

       好きな板に作りたい人は持って来て下さい。 

・申 込 ： １０月２５日（水）までに公民館に申し込みをお願いします。 

                     申し込み・問合せ 大湫公民館６３－２３６０  
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令和５年９月２６日 

９月丸森企画    

●【陶器製宿場図展示】 【１０月末日まで】 

 陶器で焼かれた宿場図、６点展示。中津川

宿・大井宿・大久手(大湫)宿・細久手宿・鵜沼

宿犬山遠望・加納宿 

●『秋の丸森～フクロウ祭り』  【１０月末日まで】 

  ススキで作成したフクロウ１９羽丸森に集合 

●『和宮様ミニ行列の展示』  

     常設展示ショーケースに入れ展示。１１月より  

     大湫宿町並みと共に展示 

●『大湫ぶらり 植物探索』  【９月１６日】 

   大湫の草・花との出会いのお話…講師 長谷川明先生  

９月出来事 
 

 ・外国人ツアー 秋のウオーキングが始まりました。来宿される国も様々です。 
   (カナダ・マレーシア・台湾・インドネシア・スイス・イタリア等 
 ・大湫ぶらり 植物探索：プロジェクターを使ってのお話。19名の参加で面白く・楽しく・
分かりやすく 1時間半があっという間に過ぎました。次回の希望が多く出ました。 

今後の計画                                                                     

 ・好評である和宮様ミニ行列は 10月末まで小ケースの中に展示します。１１月から 

  は規模を少し大きくし町並みと共に展示をします。   

９月の団体 （8/２2～9/１９）         

日付 団体名 

参加

者

(人) 

国・地域 日付 団体名 

参加

者

(人) 

国・地域 

8/23 教育委員会 12 市内小中先生 8/30 ウオークジャパン 6 
アメリカ・イン

ドネシア・イギ

リス 

9/5 香港ツアー 13 香港 9/8 ウオークジャパン 13 
アメリカ・香

港・スイス 

9/16 丸森：植物探索 19 市内 9/17 ウオークジャパン 13 

アメリカ・カナ

ダ・シンガポー

ル・ニュージー

ランド・オース

トラリア・マレ

ーシア 

9/17 春日井友の会 5 春日井     

                 
         2023.9.21現在 

 

 町 外 町 内 
合 計 

その内 

(外国関係) 大人 幼小中高 大人 幼小中高 

231人  3 人 47 人  3 人 284 人 63 人 

R5,4月～ 3,048人 オープンから 50,622人 前年同月比  56.3％ 

丸森だより 
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皆さん、たくさん利用

してください。 

大湫公民館・大湫町コミュニティ推進協議会からのお知らせ 

 

 

 リ・アップ “ひよも” だより 

《１０月のひよも活動》 

 『高齢者交通安全教室』 

日時：10月 4日（水）１０：００～１１：００頃迄 

場所：大湫公民館 講堂 

 大湫宿お休み処 

１０月の営業日 

1日 8日 15日 22日 29日（日曜日） 

9日（祝日） 

※ 当日（お急ぎ）の予約は、丸森（０５７２―６３―２４５５）へお願いします。 

 ご招待券あります。 ２枚 

利用される方は公民館へ取りに来てください。 

『三島喜美代』 遊ぶ・見つめる・創り出す  

日時 ： ９月１６日（土）～１１月２６日（日） 

場所 ： 岐阜県現代陶芸美術館 

 

 
オススメ!! 大湫分室の本 

『直訳やめたら英語が一気にできるようになった私の話』  

               岩田リュウコ/著  大和書房/出版 

 読んだら、話せるかも！って思えてきます。 

 まずは楽しもう！    

８月の大湫分室 貸出人数：13人 貸出冊数：32冊 

 デマンド交通 

８月利用者（大湫～日吉東部） 

26便 延べ 37名（稼働率 19.7％） 

 青色回転灯防犯パトロール 

１０月のパトロール予定者 

上旬 : 桐井 賢次 ： 柘植 巧 

   下旬 ： 河端 聖哉 ： 三浦 信之  

 

JA釜戸支店の大湫出張 

  毎週水曜日 10:00～11:00（週１回） 

  現金での入金・保険の手続き等のみとなります。 

（通帳は預けられませんので出金は出来ません） 
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会
長
日
記 

九
月
六
日
は
国
交
省
の
令
和
五
年
度
「
地
域
づ
く
り
表
彰
」
最
終

審
査
会
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
結
果
発
表
は
１０
月
頃

の
予
定
で
す
。 

九
月
七
日
に
は
市
長
と
語
る
会
が
実
施
さ
れ
町
民
の
皆
さ
ん
に

多
数
（
３９
名
）
出
席
戴
き
、
大
湫
町
が
抱
え
て
い
る
課
題
や
疑
問
点

に
つ
い
て
市
長
の
考
え
を
聞
く
こ
と
が
出
来
、
大
変
有
意
義
な
時
間

と
な
り
ま
し
た
。 

九
月
十
日
は
秋
季
町
内
奉
仕
作
業
が
有
り
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
の

お
陰
で
道
路
脇
の
草
刈
り
・
危
険
木
の
伐
採
を
行
っ
て
戴
き
車
で
の

通
行
が
楽
に
な
り
ま
し
た
。
但
し
、
ス
ピ
ー
ド
は
控
え
目
に
安
全
運

転
を
心
掛
け
て
下
さ
い
。 

九
月
十
八
日
は
敬
老
の
日
で
す
、
こ
の
日
は
大
湫
の
７５
歳
以
上
の 

７５
名
の
方
に
記
念
品
を
お
配
り
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

健
康
長
寿
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
下
さ
い
。 

九
月
二
十
三
日
は
大
杉
の
大
注
連
縄
づ
く
り
が
行
わ
れ
多
く
の

方
（
参
加
者
３５
名
）
に
ご
協
力
戴
き
今
年
も
立
派
な
注
連
縄
が
奉
納

さ
れ
ま
し
た
事
、
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 
 
 

加
藤 

 
 

9
月
1
日 

国
交
省
地
域
づ
く
り
リ
ハ
ー
サ
ル 

 
 
 
 
 
 
  

シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
打
合
せ 

 
 
 
 
 
 
  

定
例
区
長
会
・
幹
事
会                 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

6
日 

国
交
省
地
域
づ
く
り
審
査
会 

 
 

7
日 

市
長
と
語
る
会 

 
 

8
日 

文
化
祭
実
行
委
員
会 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

9
日 

面
高
屋
小
屋
屋
根
瓦
下
ろ
し
作
業 

 
 

10
日 

秋
季
町
内
奉
仕
作
業 

 
 

11
日
～
12
日 

MV
（
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ビ
デ
オ
）
撮
影 

 
 

14
日 

第
五
回
学
区
制
審
議
会 

 
 

14
日
～
15
日 

釜
小
草
取
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

 
 

18
日 

敬
老
の
日
（
記
念
品
配
布
） 

 
 

21
日 

交
通
安
全
辻
立
ち
指
導 

 
 
 
 
  

釜
小
ス
ナ
ッ
グ
ゴ
ル
フ
指
導 

 
 

23
日 

大
杉
注
連
縄
づ
く
り 

 
 

26
日 

第
三
回
連
合
自
治
会 

 
 

29
日 

議
会
報
告
会 

 
 
 



     
 

 

 

 

編 集 発 行：大湫町コミュ二ティ推進協議会 広報委員会 

令和５年 １０月 1 日   瑞浪市大湫町 422-1  ℡0572(63)2360 

http://okute-shuku.jp 

 

 
 

編
集
後
記 

 

先
月
、
広
報
大
湫
を
市
役
所
に
届
け
に
行
っ
た
時
、「
広
報
大
湫
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。
自
分
が
読
ん
で
か
ら
近
所
の
お
じ
さ
ん
に
渡

し
て
い
ま
す
。」
と
思
い
が
け
ず
嬉
し
い
言
葉
を
か
け
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
今
月
号
で
編
集
者
が
交
代
し
ま
す
が
、
伝
統
あ
る
広
報
大
湫
に
ま

た
新
し
い
風
が
吹
い
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。 

 

夜
の
虫
の
合
唱
が
時
に
う
る
さ
く
、
時
に
癒
さ
れ
人
の
感
情
は
わ

が
ま
ま
で
す
。
で
も
、
ど
の
く
ら
い
の
種
類
の
虫
が
ど
ん
な
声
を
出

し
て
い
る
か
と
想
像
す
る
と
楽
し
く
な
り
ま
す
。 

ℳ 

 
 

 

毎週、日曜日と木曜日に、公民館前で

地元の野菜を販売する「クテの市」 

野菜も多く、安く、新鮮で大盛況です。 

１１月中まで行われます。 

皆さん利用して下さい。 

三
十

二
九

二
八
二
六
二
二

二
一

一
五

十 九 八 七 六 四 二 一 日

月 日 土 木 日 土 日 火 月 日 土 金 水 月 日 曜

広
報
委
員
会

公
民
館
講
座

　

「
苔
玉
・
寄
せ
植
え
を
作
ろ
う

｝

中
学
生
と
語
る
会

公
民
館
講
座

「
ウ
ク
レ
レ
教
室

」

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査

大
湫
太
鼓

集
ま
ろ
う
会

「
さ
つ
ま
芋
ほ
り

」

足
又
例
大
祭

民
生
委
員
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ポ
ー

ツ
の
日

神
田
白
山
権
現
例
大
祭

大
湫
太
鼓

区
長
会
・
幹
事
会
会
議

公
民
館
講
座

「
ウ
ク
レ
レ
教
室

」

リ
・
ア

ッ
プ
ひ
よ
も

　
　

「
高
齢
者
交
通
安
全
教
室

」

財
産
区
全
員
会
議

神
明
白
山
神
社
例
大
祭

予
　
　
　
定

令
和
五
年
十
月
行
事
予
定

不燃ごみ：10／5(木) ：資源ごみ：10／20(金)


